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・教員

人工知能とはテクノロジーであり、私たちはハサミと 一緒だと 考えています。切れるハサミの研究ばかりを行うのではなく、「ハサミ
で何を作るのか」ということも考えていくことが重要です。研究成果が学術的に意味を持つだけで なく、その成果を直接誰かに
使ってもらいたいとの想いから、私たちは積極的に企業との共同研究を行っています。

◆ 

◆や共同研究一覧．此
◆ 

・研究業績(since 2004)

雑誌論文（英語発表）：54件／雑誌論文（日本語発表）：
44件／国際学会発表：108件／国内学会発表：374件／
その他：11件

■ 乎嘩
又貝(since 200 l)

人工知能学会現場イノベ ー ション賞銀賞・研究会優秀賞・

学生奨励賞、情報処理北海道シンポジウム 優秀ポスタ ー

賞・技術研究賞・研究奨励賞、The 22nd Asia Pacific

Symposium on Intelligent and Evolutionary Systems
Best student paperをはじめ、 ハッカソンなどで合計41件
の受賞があります。

・著書(since 2002)

調和系工学研究室の研究成果からは専門書のほかに
も、人工知能に関する最先端の技術を分かりやすく解説
した著書がうまれています。

「人工知能が俳句を詠むA|―茶くんの挑戦（オーム社）」
「Al事典第3版（近代科学社）」「A|フロンティア（日本経済
新聞出版社）」「観光情報学入門（近代科学社）」 「メタ
ヒュ ー リスティクスと応用（電気学会）」「情報学入門 大学
で学ぶ情報学・情報活用・情報社会（コロナ社）」「生命

複雑系からの計算パラダイム アントコロニ ー 最適化
法•DNAコンピュ ー ティング・免疫システム（森北出版）」
「マルチエ ージェントシステムの基礎と応用複雑系工学

の計算パラダイム（コロナ社）」（分担執筆含む）

(2021年7月現在）

右記のほか、株式会社本田技術研究所、株式
会社日立ソリュ ーションズ東日本、株式会社
クレスコ、リコーソフトウエア株式会社、サイ
ジニア株式会社、アルビド・ジャパン株式会
社、エー スチャイルド株式会社、クリエー ショ
ンライン株式会社、株式会社キャンパスクリエ
イト、株式会社北海道新聞社、株式会社ノ ー

ステクノロジー、株式会社トヨタレンタリー ス
札幌、株式会社アジェンダなど、多数の共同
研究実結があります。

◆ 

◆や翠箭コンサルティング一覧
◆ 

企業名等 r: . g： 三

2020 ゼロスペック株式会社 loTと人工知能技術を活用したエネルギー供給の効率化に関する研究
2019 株式会社ニチレイ 料理の構造化に関する研究
2019 北海道旅客鉄道株式会社 次期運輸業務システムにおける乗務貝勤務の最適化憑入に向けた検討
2019 株式会社KDDI総合研究所 ネットワーク運用自動化に関するAl活用の研究開発
2019 株式会社SOU 人工知能を活用したオークションの最適化戦略およびブランド品査定自動化に関する研究
2019 株式会社シーズ・ラボ 人工知能技術を用いたパス車内カメラによる車内状況分析
2018 株式会社セブン＆アイ・ホールディングス デジタルマーケティングのためのAl技術の開発
2018 日本放送協会 人工知能技術を用いた川柳自動生成システム
2018 株式会社デジタルガレージ CNNを用いた画像認識とタグ生成アルゴリズムの開発
2018 株式会社サンクレエ 安心を見える化する介護支援システム 「smartNexus®care」の研究開発
2018 株式会社TMJ コ ールセンター業務におけるシフト調整へのAl技術応用
2018 シンセメック株式会社 Al技術を使った部品検査装置の開発
2018 株式会社KDDI総合研究所 コネクティッドカーの協調学習に関する検討
2018 ジェイフロンティア株式会社 ヘルスケア商品の企画開発・販売における人工知能の活用に関する研究
2017 株式会社マイクロネット 気象予報図におけるキャプション配濫霰適化に関する研究
2017 株式会社チャリ・ロト 競輪競技におけるデ ータ解析とシミュレーション
2017 ジーエフケーマーケティングサー ビスジャパン株式会社 家電製品の販売予測
2017 公立大学法人はこだて未来大学 「Al/loTを活用した生産と流通の最適化による持続可能な北海道水産業モデルの構築」に係る研究開発
2017 フュージョン株式会社 人工知能によるマーケティングデ ータの分析アルゴリスム開発
2017 株式会社サンクレエ ディープラーニングを用いた運転動画の状態認識に関する研究
2017 株式会社TSIホールディングス 人工知能を用いたアパレル商品画像のタギングに関する研究
2017 株式会社インターパーク SFAにおける人工知能技術の応用に関する研究
2017 株式会社PAL 物流倉庫管理の人工知能技循応用に関する研究
2016 北海道ガス株式会社 北海道のスマー トエネルギーネットワーク梅築とコ ージTネレーション等の有効活用に向けた基礎研究
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東京エレクトロン株式会社
2021 札幌交通機械株式会社
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人工知能技術に関する指導
人工知能、関連技術に関する講義及び具体的亭例に関する指導

◆ 

◆や共同研究事例
◆ 

Alによる譲り合う
自動運転
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深層学習を用いたRCカ ーの運転制御

自動運転の車が普及した社会で

安心、安全、効率性を実現

ディー プラ ー ニング機能を搭載したラジコンカ ー（実車の約
12分の1)に、社会全体の安全と効率を目的関数として与え
て学習させることで、自動運転技術でも困難とされる信号
機のない交差点での ‘‘譲り合い＂ を実現しました。他車両の
行動を察知しての合流や追い越しといった「車同士のコミュ
ニケ ー ション」をとるために、Al同士がきちんと学習の中か
ら折り合いをつけていく「 一歩先の自動運転」を目指します。

（株式会社KDDI総合研究所との共同研究）

Alによるロ ー ド
ヒーティングの制御

カメラによる路面撮影から積雪の有無を判定

積雪量の多い北海道では、大きな駐車場が必要な店
舗や集合住宅等でロ ー ドヒー ティング（ボイラー で道
路を温め て雪を融かす装置）が 多 く導入されていま
すが、路面の積雪状況を考慮せずに雪を完全に融か
すため、長めにボイラー を稼働してしまうなど、余分
な燃料代がかかってしまうことがあります。そこで、路
面の全体像を捉えて積雪状況を判断する方法をディ
ー プラーニングで学習させることにより、積雪の有無
によるボイラーのオンオフ制御を実現しました。
実証実験の結果、性能はそのままでガス代を最大50%
程度までカット 。実用化を目指します。

（北海道ガス株式会社、ティ ・ アイ ・ エル株式会社との共同研究）
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Alによる競輪予想
記事の自動生成

Alが予測した競輪レ ースの結果を予想記事として自
動生成します。過去数年分のレ ー ス結果と選手情報、
日々の予想と結果のデータから深層学習でレ ー ス結
果を予測。さらに、予測Alと説明Alを組み合わせ、文
章テンプレ ートに選手名や予測順位を当てはめ て自
動生成した予想記事を車券購入サイトに提供中です。
2018年10月からAl競輪予想サ ー ビス「Al-WIN」
(https://ai.chariloto.com/）として実用化。

（株式会社チャリ・ロトとの共同研究）

洋服の画像から「かわいい」「甘い」といった

「感性」を分析

服を素材感や形状だけで定義するのではなく、定性
的な「感性」を構造化し数値化するAlを構築しました。
これにより、科学的な方法による商品の品質管理が実
現します。ファッションを学ぶ学生が個々の商品につ
けた「秋らしい」「とろみ」などのタグ数万点のデータ
をもとに、「かわ いい」と思う度合いをAlにディ ープ
ラ ーニングで学習させた結果、Alの判断が学生の感
性と同程度の精度に向上し、感覚的なタグを自動生
成できるようになりました。

Alによる
群集流動制御の支援

多くの人が集まる空間で安全で円滑な

流動を実現

大規模イベント時の混雑緩和や、災害時の計画的な避
難誘導を実現するために、混雑や誘導の状況をリアル
タイムに来場者に伝えるアプリや、プロジェクション
マッピングを応用しだ情報提供手法の開発を行ってい
ます。様々な空間で発生する人の流れを把握するため
に、深度センサ、ステレオカメラ、GPSといったセンサで
人の流れや混雑状況を計測したり、推進帯を使った誘
導や分岐点での流量調整の効果を歩行者シミュレ ー

ションにより定量的に分析します。

ここ 4 ヶ月勝率20％の⑤泉が①日当の頑張りで 1 着同ラインの①日

当が⑤泉に続いて2着．別線の⑦巴が3着．三連単予想は5-1-7です．

最近絶好調の②板垣が自力で1着．別線から③瀬口が2着とス

ジ違いの決着①電門が3着．三連単予想は2-3-1です．

ペテランの⑤村上が①古性の頑張りで1着．同ラインの①古性

が⑤村上に続いて2着．⑨柴崎が3着．三連単予想は5-1-9です．

loT技術を活用した
灯油配送システムの最適化

loTスマ ー トセンサを使った

灯油残量推定システムの開発

各家庭の灯油タンクにLPWAを使ったloTスマ ートセン
サを設置し、遠隔地から残量を確認できるシステムの
開発を行なっています。レ ー ザセンサの計測データと配
送業者の給油データを利用した状態空間モデルを用
いて灯油残量を推定し、配送のタイミングや給油量を
最適化しています。消費データから消費予測を可能に
することで、十分な灯油量が残っていて配送が無駄に
なる問題や、配送が遅れて灯油残量が底をついてしま
う問題を解決します。 （ゼロスペック株式会社との共同研究）

Alを搭載

歩行支援を行う自律走行可能な

歩行器の開発

歩行器の前方に取り付けたステレオカメラの画像
をAlが処理し、対象物との距離を測定することに
より空間を認識します。さらに、シングルボ ー ドコン
ピュ ータを搭載して歩行器の自律走行を実現し、
介護者が歩行器を持ち歩く負担を軽減します。ま
た、小型タブレットを搭戟し、目的地への経路を利
用者に提示する機能や、利用者にあわせた歩行
支援機能を搭載することにより、介護の重度化を
遅らせるといった、人に寄り添うAlの開発に取り
組んでいます。 （株式会社サンクレエとの共同研究）

Alを活用したオークション
メカニズムの開発

Alによるバス車内状況の分析

インタ ーネットオークションにも応用可能な

効率的なメカニズムを開発

効率的なオークションメカニズムの開発。出品・落札結果の
データを解析して得られた特徴を反映し、
より良い市場 ル ー ルを決めるためのシ
ミュレ ーション環境の作成や、シミュレ ー

ション環境上における動的価格設定な
どに取り組んでいます。

（バリュエンスホールディングス株式会社との共同研究）

Alを用いた不良検査

円滑なバス運行支援を実現

バス車内の状況や乗客の行動をリアルタイムで検知し、安全で快適なバスの運行を提供し
ます。車内に設置したカメラで収集した車内画像をディ ープラーニングで学習したモデル
を使用し、乗客の不用意な行動をリアルタイムで検知して注意喚起を行います。また、ス ー

ッケ ースの有無などの判定に基づいて海外旅行客の乗車を確認の上、車内アナウンスを
日本語のほかに英語や中国語などで自動的に流します。 （株式会社シーズ・ラボとの共同研究）

Alが理解可能な
料理レシピの開発

個人の好みと心理的な要素を考慮して

「おいしさ」を分析

料理レシヒ°

の材料や手順を構造化し、個人の嗜
好性などを考慮しなが
ら、「個人にあったおい
しさ」をAlで可視化。そ
の日の気分にあ った
献立を提案します。
（株式会社ニチレイとの共同研究）

Alによる不良検査システムを構築

Alによる不良品検査システムを構築。良品画像のみを用いる教師なし学習を用いた異
常検知で、不良品画像のデータ不足の課題を解消します。また、畳み込みオートエン
コーダによる復元画像と入力画像の差分抽出を行うことで、不良品発生率が低い場合
でも不良品の発見が可能。現状の不良品検査の課題（検査員の習熟度のばらつき検
査員の高齢化、高い人的コスト）を解決していきます。 （シンセメック株式会社との共同研究）
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